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名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

目目目目目     標標標標標
○良好な状態で手術が受けられ、合併症なく経過する。
○退院後の日常生活に必要な知識が得られ、早期に社会復帰できる。
問題点問題点問題点問題点問題点
○術後ＣＰ：後出血、感染、麻痺性イレウス

子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術
（（（（（腹腹腹腹腹式式式式式・・・・・腟式）腟式）腟式）腟式）腟式）IDIDIDIDID

月
日 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月 　 日　　月

経
過

日院入
）　　：　　（間時院入

日前術手 ）前術（日当 日当 ( 後術 )
）　　：　　（間時室帰

後術手 1 目日 後術 2 目日 後術 3 目日 4 目日 5 目日 6 目日 7 目日 （日院退 8 ）目日
）　　：　　（間時院退

標目
るなと限小最が安不るす対に術手○ いなが血出の量多○ いなれらみはくしも量少が血出○

いなが候徴染感の部創○
るあが便排○　　　　　　るあがスガ排○

るきで解理が項事意注の後院退○

検
査

ＰＩＤ□
）施実ばれあ示指（

２後術（査検尿、液血□ ) 査検液血□
）ーロォフ婦産（

食
事

12 食飲絶降以時 食飲絶 食動流りよ昼 食粥分五りよ朝 食粥全りよ朝 食並りよ朝 院退後食朝

観
察

・

処
置

温体
℃ ℃ ℃ 室帰分　　時　　　

□ 素酸 04L6 ％
後術（ 21 ）でま後間時

□ 後術 SV は察観
載記に表察観過経　

温体
℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

拍脈
nim/ nim/ nim/

拍脈
nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/

圧血
gHmm gHmm gHmm

圧血
gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm

便 スガ /便

痛腰 気嘔 / 吐嘔

血出器性 動蠕腸

□ 浴入、後理処毛陰・置処臍

□ ﾝﾘｾﾘﾞｸ 腸浣 lm021 前眠

□ ﾝﾘｾﾘﾞｸ 腸浣 lm021 朝早

□ ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ

浄洗膣□
　 ﾞｾｰﾞｶﾑﾙﾎﾞﾄｰﾖ 入挿

てに室術手□
　 ﾃｰﾃｶﾝｰﾙﾞﾊ ﾙ 入挿
　

てに室術手□
麻硬　 ﾞﾌｰｭﾁ 入挿

　( 箋置処要 )

痛創

血出創

血出器性

量尿

合場の式腟□
内腟　 ｾー゙ｶ゙ 、 ﾝーﾚ゙ﾄ 去抜

□ ﾙﾃーﾃｶﾝーﾙ゙ﾊ 去抜
尿自□
創検□
麻硬□ ﾞﾌｰｭﾁ 去抜

察診院退□

注
射
・
内
服

薬服内前眠□
　ーリスイマ　 5 錠１㎎
錠２ドニセルプ　

薬投前酔麻□ ( 箋方処要 )

　Ｆンーィヴ①□ lm005

針置留□ G81 入挿　

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）参持室術手（　　　　

みの時示指□
Ａ１ネヒルモ酸塩　
）参持室術手（　　　　

　　トッチクア①□ lm005
Ａ１　　　　ナドア　　

　　　Ａ１Ｓンミサンラト　　
　Ｒルーコタポ②　 lm005
　　トッチクア③　 lm005

　
　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g

　）間時６後術（　　　　
　Ｒルーコタポ④　 lm005

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）夕（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

後了終点夕□
去抜針置留　　

行

動

しな限制
可浴入

しな限制
可浴入

後認確面洗□
るえ替着に着術手　

静安上床 可位座力自
）可行歩りよ後午らな能可（

拭清身全□

可行歩後了終滴点 ばれけな熱発
ーワャシ□

助介ープンャシ□

らな理無ーワャシ
拭清身全□

可ーワャシ□
でま察診回次は浴入　

可不　

説
明
・
反
応

明説りよ師医
書意同術手□
明説りよ医科酔麻

表診問酔麻□

明説りよ師護看
ていつに活生院入□

前術□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ
明説りよ師剤薬
導指理管剤薬□

明説りよ師護看
認確品物術手　
ルオタスバ・　

帯字Ｔ・　
ンキプナ・　
ていつにＴＶＤ□

明説りよ師護看□
所場の室術手に人家　

法方室入び及　

明説りよ師護看□
性要必の床離期早　

明説りよ師医□
導指院退　

明説りよ師護看□
てっ沿にトッレフンパ　
明説ていつに活生養療　

　
日診受来外回次□
日　　月　　　

分　　時　　　　　　

追
加
・
備
考

クッェチ査検液血□
目日５、目日１後術　

　( 尿血 )

トッィデーオ期初□

合場の後午が術手
液輸前術□

　Ｆンーィヴ②　 lm005
）箋方処要（　　　　　

時熱発、痛疼
　薬座ンレタルボ□ gm52

）箋方処要（　　　　　　
箋置処要は合場の続継素酸※

ばれあ血貧
アミロェフ□
Ａ２ルータルブ　

時眠不
Ｐ１ンミルドンレ□
）箋方処要（　　　　　

痛疼 ･ 時熱発
Ｐ１　ンニソキロ□ ( 箋方処要 )

合場いなスガ
　ンミグチスゴワ□ gm1
Ａ１　　　　　　　　　
）箋方処要（　　　　　　

合場いな通便
□ ﾝﾘｾﾘ゙ｸ 腸浣 lm021

）箋方処要（　　　　　

合場いな通便
グマカ□

）箋方処要（　　　

策対瘡褥
策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署

13-D25-113-D25-113-D25-113-D25-113-D25-1



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。 京都第一赤十字病院

子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる

　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ

目目目目目     標標標標標
○良好な状態で手術が受けられ、合併症なく経過する。
○退院後の日常生活に必要な知識が得られ、早期に社会復帰できる。

月月月月月
日日日日日 日　　月　　 ）日　　月　　（ 日　　月　 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月　 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月　　

経経経経経
過過過過過

～日院入
みの合場の院入日曜金

日々前術手 日前術手 前術日当 後術日当 目日１後術手 目日２後術 目日３ 目日４ 目日５ 目日６ 目日７ 日院退
）目日８（

検検検検検
査査査査査

を査検の尿と液血
すまい行

すまい行を査検の液血

食食食食食
事事事事事

んせまりあ限制 んせまりあ限制 12 は降以時
すまりなと食飲絶

すで食飲絶 らか食昼
すまりなと食動流

らか食朝
すまりなと食粥分五

らか食朝
すまりなと食粥全

らか食朝
すまりなと食通普

、後食朝
すまりなと院退

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察 を圧血・拍脈・温体

すまし定測

理処の毛陰と置処の臍お
すまい行を

を腸浣に前寝就
すましたい

朝 00:7 を腸浣に頃
すましたい

を管の尿に前術手
すまし入挿

( ）てに室術手

後術 21 素酸、間時 クスマ
すまいていつが

に回頻は後術手
を圧血・拍脈・温体

すまし定測
を圧血・拍脈・温体

すまし定測

を管の尿は方な能可行歩
すまし去抜

すまし認確を態状の創

合場いなが通便※
すましたいを腸浣

すましを察診

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

剤生抗るす用使に後術手
すまい行をトステの

に前寝就 用服を剤眠
すまし

と射注に前術手
すまい行を滴点

を針の用滴点
すまし入挿

が滴点の後術手
すまりあ

がどなきつかむ、み痛※
て出し申に師護看ばれあ

いさだく

に夕、朝が滴点
すまりあ

に夕、朝が滴点
すまりあ

に夕、朝が滴点
すまりあ

に後了終滴点の夕
すまし去抜を針

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

可浴入

んせまりあ限制

可浴入

んせまりあ限制

可浴入

え替着に着術手、後面洗
いさだくて

すまりなと静安上床 すまきでが位座
行歩らな能可りよ後午

すまきで

すまし拭清を身全

後了終滴点
すまきで行歩

ーワャシばれけなが熱発
すまきで

合場な理無がーワャシ（
）すましを拭清は

すまりなと院退

すまきでーワャシ
でま察診回次は浴入（

）んせまきで

説説説説説
明明明明明

療治と術手りよ師医
明説のていつに画計
りよ師医科酔麻当担
明説のていつに酔麻

ていつに活生院入りよ師護看
明説の

に薬おりよ師剤薬
説のていつ 明

に方の人家りよ師護看
法方室入と所場の室術手

明説の

の床離期早りよ師護看
明説の性要必

りよ師医 に療治の後院退
明説ていつ

りよ師護看 養療の後院退
明説ていつに活生

日診受来外回次
日　　月　　

分　　時　　　　　
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説明医師

看護師
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名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

目目目目目     標標標標標
○良好な状態で手術が受けられ、合併症なく経過する。
○退院後の日常生活に必要な知識が得られ、早期に社会復帰できる。
問題点問題点問題点問題点問題点
○術後ＣＰ：後出血、感染、麻痺性イレウス

子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術
（（（（（腹腹腹腹腹式式式式式・・・・・腟式）腟式）腟式）腟式）腟式）IDIDIDIDID

13-D25-213-D25-213-D25-213-D25-213-D25-2（（（（（金金金金金曜曜曜曜曜日日日日日入入入入入院院院院院）））））

月
日 　 日　　月 ）金（ 日　　月 ）土（ 日　　月 ）日（ 　 日　　月 ）月（ 　 日　　月 ）火（ 日　　月 ）水（ 　 日　　月 ）木（ 　 日　　月 ）金（ 日　　月 ）土（ 日　　月 ）日（ 日　　月 ）月（ 　 日　　月 ）火（

経
過

日院入
）　　：　　（間時 術手 2 前日 日前術手 ）前術（日当 日当 ( 後術 ) 後術手 1 目日 後術 2 目日 後術 3 目日 4 目日 5 目日 6 目日 7 目日 （日院退 8 ）目日

）　　：　　（間時

目
標

るなと限小最が安不るす対に術手○ いなが血出の量多○ いなれらみはくしも量少が血出○
いなが候徴染感の部創○

るあが便排○　　　　　　るあがスガ排○

るきで解理が項事意注の後院退○

検
査

２後術（査検尿、液血□ ) 査検液血□
）ーロォフ婦産（

食
事

12 食飲絶降以時 食飲絶 食動流りよ昼 食粥分五りよ朝 食粥全りよ朝 食並りよ朝 院退後食朝

観
察

・

処
置

温体
℃ ℃ ℃ ℃ 室帰分　　時　　　

□ 素酸 04L6 ％
後術（ 21 ）でま後間時

□ 後術 SV は察観
載記に表察観過経　

温体
℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

拍脈
nim/ nim/ nim/ nim/

拍脈
nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/

圧血
gHmm Hmm gHmm gHmm

圧血
gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm

便 スガ /便

痛腰 気嘔 / 吐嘔

血出器性 動蠕腸

□ 、後理処毛陰・置処臍
浴入　

□ ﾝﾘｾﾘﾞｸ 腸浣 lm021 前眠

□ ﾝﾘｾﾘ゙ｸ 腸浣 021 朝早　

□ ﾄ゙ﾝ゙ﾊﾑーﾈ

浄洗膣□
　 ｾー゙ｶ゙ﾑﾙﾎ゙ﾄーﾖ 入挿

てに室術手□
　 ﾃｰﾃｶﾝｰﾙﾞﾊ ﾙ 入挿

てに室術手□
麻硬　 ﾌー゙ｭﾁ 入挿

）箋置処要（　

痛創

血出創

血出器性

量尿

合場の式膣□
内膣　 ｾー゙ｶ゙ 、 ﾝーﾚ゙ﾄ 去抜

□ ﾙﾃーﾃｶﾝーﾙ゙ﾊ 去抜
尿自□
創検□
麻硬□ ﾞﾌｰｭﾁ 去抜

察診院退□

注
射
・
内
服

薬服内前眠□
　ーリスイマ　 5 錠１㎎
錠２ドニセルプ　

薬投前酔麻□ ( 箋方処要 )　

　Ｆンーィヴ①□ lm005

針置留□ G81 入挿　

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）参持室術手（　　　　

みの時示指□
Ａ１ネヒルモ酸塩　
）参持室術手（　　　　

　　トッチクア①□ lm005
Ａ１　　　　ナドア　　
　Ａ１Ｓンミサンラト　　

　　
　Ｒルーコタポ②　 lm005
　　トッチクア③　 lm005

　
　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）間時６後術（　　　　

　
　Ｒルーコタポ④　 lm005

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）夕（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

後了終点夕□
去抜針置留　　

行
動

しな限制
可浴入

しな限制
可浴入

しな限制
可浴入

後認確面洗□
るえ替着に着術手　

静安上床 可位座力自
）可行歩りよ後午らな能可（

拭清身全□

可行歩後了終滴点 ばれけな熱発
ーワャシ□

助介ープンャシ□

らな理無ーワャシ
拭清身全□

可ーワャシ□
でま察診回次は浴入　

可不　

説
明
・
反
応

明説りよ師医
書意同術手□
画計療治院入□
明説りよ医科酔麻

表診問酔麻□

明説りよ師護看
ていつに活生院入□

前術□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ
明説りよ師剤薬
導指理管剤薬□

明説りよ師護看□
認確品物術手　
ルオタスバ・　

帯字Ｔ・　
ンキプナ・　

ていつにＴＶＤ□

明説りよ師護看□
所場の室術手に人家　

法方室入び及　

明説りよ師護看□
性要必の床離期早　

明説りよ師医□
導指院退　

明説りよ師護看□
てっ沿にトッレフンパ　
明説ていつに活生養療　

　
日診受来外回次□
日　　月　　　

分　　時　　　　　　

追
加
・
備
考

クッェチ査検液血□
目日５、目日１後術　

　( 尿血 )

トッィデーオ期初□

合場の後午が術手
液輸前術□

　Ｆンーィヴ②　 lm005
）箋方処要（　　　　　

時熱発、痛疼
　薬座ンレタルボ□ gm52

）箋方処要（　　　　　　
は合場の続継素酸※

箋置処要　

ばれあ血貧
アミロェフ□
Ａ２ルータルブ　

時眠不
　　　Ｐ１ンミルドンレ□
）箋方処要（　　　　　

時熱発・痛疼
Ｐ１ンニソキロ□

　　　　　 ( 箋方処要 )

合場いなスガ
　ンミグチスゴワ□ gm5.0
Ａ１　　　　　　　　　
）箋方処要（　　　　　　

合場いな通便
□ ﾝﾘｾﾘ゙ｸ 腸浣 lm021

）箋方処要（　　　　　

合場いな通便
グマカ□

）箋方処要（　　　

策対瘡褥
策対落転・倒転

具寝準基□ 具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。 京都第一赤十字病院

子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる子宮摘出手術を受けられる

　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ

目目目目目     標標標標標
○良好な状態で手術が受けられ、合併症なく経過する。
○退院後の日常生活に必要な知識が得られ、早期に社会復帰できる。

月月月月月
日日日日日 日　　月　　 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月　 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月　　

経経経経経
過過過過過

～日院入 前術日当 後術日当 目日１後術手 目日２後術 目日３ 目日４ 目日５ 目日６ 目日７ 日院退
）目日８（

目目目目目
標標標標標

最が安不きでがとこるえ伝を安不るす対に術手○
るなと限小

いなが血出なうよる出れ流らか膣○
るす過経で限小最が痛苦、し和緩が痛部創○

るあがスガ排○
るきで床離○

るあが便排○ るきで解理ていつに項事意注の後院退○

検検検検検
査査査査査

を査検の尿と液血
すまい行

すまい行を査検の液血

食食食食食
事事事事事

んせまりあ限制 すで食飲絶 らか食昼
すまりなと食動流

らか食朝
すまりなと食粥分五

らか食朝
すまりなと食粥全

らか食朝
すまりなと食通普

、後食朝
すまりなと院退

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

行を理処の毛陰と置処の臍お
すまい

を腸浣に前寝就
すましたい

を圧血・拍脈・温体
すまし定測

朝 00:7 を腸浣に頃
すましたい

を管の尿に前術手
すまし入挿

( ）てに室術手

素酸 がクスマ
すまいていつ

に回頻は後術手
を圧血・拍脈・温体

すまし定測
を圧血・拍脈・温体

すまし定測

を管の尿は方な能可行歩
すまし去抜

すまし認確を態状の創

合場いなが通便※
すましたいを腸浣

すましを察診

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

に前寝就 用服を剤眠
すまし

と射注に前術手
すまい行を滴点

を針の用滴点
すまし入挿

が滴点の後術手
すまりあ

がどなきつかむ、み痛※
て出し申に師護看ばれあ

いさだく

すまりあに夕、朝が滴点

に後了終滴点の夕
すまし去抜を針

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

可浴入

え替着に着術手、後面洗
いさだくて

すまりなと静安上床 すまきでが位座
行歩らな能可りよ後午

すまきで

すまし拭清を身全

後了終滴点
すまきで行歩

ーワャシばれけなが熱発
すまきで

合場な理無がーワャシ（
）すましを拭清は

すまりなと院退

すまきでーワャシ
でま察診回次は浴入（

）んせまきで

説説説説説
明明明明明

療治と術手りよ師医
明説のていつに画計
りよ師医科酔麻当担
明説のていつに酔麻

と活生院入りよ師護看
に品物術手
明説のていつ

に薬おりよ師剤薬
説のていつ 明

に方の人家りよ師護看
法方室入と所場の室術手

明説の

の床離期早りよ師護看
明説の性要必

りよ師医 に療治の後院退
明説ていつ

りよ師護看 養療の後院退
明説ていつに活生

日診受来外回次
日　　月　　

分　　時　　　　　

2006.05.01版

(前日入院)



京都第一赤十字病院 クリニカル・パス2006.05.01 版

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

目目目目目     標標標標標
○良好な状態で手術が受けられ、合併症なく経過する。
○退院後の日常生活に必要な知識が得られ、早期に社会復帰できる。
問題点問題点問題点問題点問題点
○術後ＣＰ：後出血、感染、麻痺性イレウス

子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術子宮全摘術
（（（（（腹腹腹腹腹式式式式式・・・・・腟式）腟式）腟式）腟式）腟式）IDIDIDIDID

月
日 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 日　　月 日　　月 日　　月 　 日　　月

経
過

日院入
）　　：　　（間時院入

）前術（日当 日当 ( 後術 ) 後術手 1 目日 後術 2 目日 後術 3 目日 4 目日 5 目日 6 目日 7 目日 （日院退 8 ）目日
）　　：　　（間時院退

標目
るなと限小最が安不るす対に術手○ いなが血出なうよる出れ流らか膣○ いなれらみはくしも量少が血出○

いなが候徴染感の部創○
るあが便排○　　　　　　るあがスガ排○

るきで解理が項事意注の後院退○

検
査

診対科酔麻□
ＰＩＤ□

）施実ばれあ約予（

２後術（査検尿、液血□ ) 査検液血□
）ーロォフ婦産（

食
事

12 食飲絶降以時
食示指時院入

食飲絶 食動流りよ昼 食粥分五りよ朝 食粥全りよ朝 食示指りよ朝 院退後食朝

観
察

・

処
置

温体
℃ ℃ 室帰分　　時　　　

□ 素酸 04L6 ％( でま　　　　 )

□ 後術 SV は察観
載記に表察観過経　

温体
℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

拍脈
nim/ nim/

拍脈
nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/ nim/

圧血
gHmm gHmm

圧血
gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm gHmm

便 スガ /便

痛腰 気嘔 / 吐嘔

血出器性 動蠕腸

□ 浴入、後理処毛陰・置処臍

□ ﾝﾘｾﾘﾞｸ 腸浣 lm021 前眠

□ ﾝﾘｾﾘﾞｸ 腸浣 lm021 朝早

□ ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ

浄洗膣□
　 ﾞｾｰﾞｶﾑﾙﾎﾞﾄｰﾖ 入挿

てに室術手□
　 ﾃｰﾃｶﾝｰﾙﾞﾊ ﾙ 入挿
　

てに室術手□
麻硬　 ﾞﾌｰｭﾁ 入挿

　( 箋置処要 )

痛創

血出創

血出器性

量尿

合場の式腟□
内腟　 ｾー゙ｶ゙ 、 ﾝーﾚ゙ﾄ 去抜

□ ﾙﾃーﾃｶﾝーﾙ゙ﾊ 去抜
尿自□
創検□
麻硬□ ﾞﾌｰｭﾁ 去抜

察診院退□

注
射
・
内
服

薬服内前眠□
　ーリスイマ　 5 錠１　㎎
錠２ドニセルプ　

薬投前酔麻□ ( 箋方処要 )
　

　Ｆンーィヴ①□ lm005

針置留□ G81 入挿　

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）参持室術手（　　　　

みの時示指□
Ａ１ネヒルモ酸塩　
）参持室術手（　　　　

　　トッチクア①□ lm005
Ａ１　　　　ナドア　　

　　　Ａ１Ｓンミサンラト　　
　Ｒルーコタポ②　 lm005
　　トッチクア③　 lm005
　Ｒルーコタポ④　 lm005

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）間時６後術（　　　　

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）夕（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

　　トッチクア□ lm005
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）朝（　　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　　食生□ lm001
１　　ンリマルフ　 g
）夕（　　　　　　　　

後了終点夕□
去抜針置留　　

行

動

しな限制
可浴入

後認確面洗□
るえ替着に着術手　

静安上床 可位座力自
）可行歩りよ後午らな能可（

拭清身全□

可行歩後了終滴点 ばれけな熱発
ーワャシ□

助介ープンャシ□

らな理無ーワャシ
拭清身全□

可ーワャシ□
でま察診回次は浴入　

可不　

説
明
・
反
応

明説りよ師医
書意同術手□
明説りよ医科酔麻

表診問酔麻□
明説りよ師護看
ていつに活生院入□

前術□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ
認確品物術手□

ンキプナ・帯字Ｔ・ルオタスバ・　
ていつにＴＶＤ□
明説りよ師剤薬
導指理管剤薬□

明説りよ師護看□
所場の室術手に人家　

法方室入び及　

明説りよ師護看□
性要必の床離期早　

明説りよ師医□
導指院退　

明説りよ師護看□
てっ沿にトッレフンパ　
明説ていつに活生養療　

　
日診受来外回次□
日　　月　　　

分　　時　　　　　　

追
加
・
備
考

トッィデーオ期初□

合場の後午が術手
液輸前術□

　Ｆンーィヴ②　 lm005
）箋方処要（　　　　　

時熱発、痛疼
　薬座ンレタルボ□ gm52

）箋方処要（　　　　　　

時眠不
）箋方処要（Ｐ１ンミルドンレ□

時熱発・痛疼
Ｐ１ンニソキロ□ ( 箋方処要 )

合場いなスガ
　ンミグチスゴワ□ gm1
Ａ１　　　　　　　　　
）箋方処要（　　　　　　

合場いな通便
□ ﾝﾘｾﾘ゙ｸ 腸浣 lm021

）箋方処要（　　　　　

策対瘡褥
策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署

13-D25-313-D25-313-D25-313-D25-313-D25-3（（（（（前前前前前日日日日日入入入入入院院院院院）））））


